
2020 年 12 月 6 日       原水協通信（大阪版） 第９２２号付録 

 

 

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
、
核
兵
器
禁
止
条
約
署
名
・
批
准
す
る
政
府
を 

 

２
０
２
１
年
、
核
な
き
世
界
に
む
け
て
新
た
な
運
動
の
ス
タ
ー
ト
！ 

 

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」 

宣伝チラシがまもなく完成しました！！ 

                                            

大
阪
原
水
協
の
第
５
８
回
定
期 

総
会
が
１
１
月
２
６
日
、
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
で
例
年
の
開
催
時
期
を

一
ヶ
月
遅
ら
せ
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

川
辺
理
事
長
（
左
写
真
）
の
あ 

い
さ
つ
に
続
い
て
、
続
事
務
局
長

か
ら
２
０
２
０
年
経
過
報
告
と
２

０
２
１
年
に
む
け
て
の
運
動
方
針
、

２
１
年
度
役
員
体
制
の
提
案
。
引

き
続
き
三
宅
事
務
局
次
長
か
ら
決

算
及
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。 

 
[

経
過
報
告]

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
多
く
の
と
り
く
み
が
中
止
な
い

し
延
期
さ
れ
る
な
か
で
、
特
筆
す

べ
き
活
動
と
し
て
、
国
民
平
和
大 

行
進
を
実
施
し
た
こ
と
で
す
。
基

幹
コ
ー
ス
１
７
０
０
人
、
網
の
目

コ
ー
ス
６
０
０
人
を
こ
え
る
参
加

者
で
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
阪
府
と
箕
面
市
以
外
の

す
べ
て
の
自
治
体
か
ら
歓
迎
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
北
摂
地

域
で
は
３
市
長
と
の
懇
談
が
お
こ

な
わ
れ
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
を
７
首
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
広
島
へ
現
地

参
加
で
き
な
い
な
か

で
各
組
織
は
ペ
ナ
ン

ト
参
加
の
と
り
く
み

に
２
０
０
０
枚
（
組

織
・
個
人
）、
そ
の
う

ち
１
３
０
０
枚
を
広

島
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
２
０

２
０
年
の
世
界
大
会

は
、
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
と
な
り
、

同
時
に
提
起
さ
れ
た

「
平
和
の
波
」
行
動

に
大
阪
独
自
の
横
断

幕
を
作
成
し
、
８
月

６
日
「
世
界
大
会
大

阪
集
会
」、８
月
９
日

は
な
ん
ば
高
島
屋
前

と
天
王
寺
駅
前
で
の

街
頭
宣
伝
を
と
り
く

み
、
各
組
織
も
府
下
５
５
か
所
約

９
０
０
人
が
参
加
す
る
と
り
く
み

と
な
り
ま
し
た
。 

 

２
０
１
７
年
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

は
、
５
８
万
筆
を
集
約
し
９
月
１

８
日
に
終
結
し
、
ま
た
大
阪
の
被

爆
者
が
よ
び
か
け
て
結
成
さ
れ
た

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
推
進
・

大
阪
の
会
」
も
１
１
月
１
２
日
参

加
団
体
会
議
を
開
催
し
、
一
定
の

総
括
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

 

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
近
畿

訴
訟
に
つ
い
て
は
、
政
府
側
（
被

告
）
の
理
不
尽
で
非
人
道
的
な
主

張
を
追
認
す
る
判
決
に
怒
り
と
と

も
に
、
支
援
の
と
り
く
み
を
報
告

し
ま
し
た
。 

［
２
０
２
１
年
方
針
］
核
兵
器
保

有
国
間
の
危
険
性
が
増
大
す
る
情

勢
の
も
と
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

発
効
を
ち
か
ら
に
し
て
世
界
か
ら

核
兵
器
を
な
く
す
運
動
…
新
た
な

ス
テ
ッ
プ
に
む
け
て
ス
タ
ー
ト
す

る
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

①
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
の 

参
加
を
め
ざ
す
と
り
く
み 

②
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
国 

際
的
共
同
を
推
進
す
る
と
り
く
み 

③
被
爆
者
と
と
も
に
、
援
護
・
連 

帯
す
る
と
り
く
み 

④
日
米
軍
事
同
盟
強
化
反
対
・
気 

候
変
動
阻
止
・
原
発
ゼ
ロ
な
ど
の 

闘
い
と
の
連
帯
す
る
と
り
く
み 

⑤
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
、
平
和
大 

行
進
・
２
０
２
１
年
世
界
大
会
の 

と
り
く
み
（
現
地
集
合
） 

参
加
者
か
ら
の
発
言
は
、
西
淀 

川
原
水
協
の
矢
野
正
之
さ
ん
か
ら

明
日
２
７
日
、
地
域
で
新
署
名
の

ス
タ
ー

ト
集
会 

を
開
催 

す
る
予
定
、
中
央
か
ら
川
田
忠
明 

日
本
原
水
協
常
任
理
事
の
講
演
で 

す
。
目
標
２
万
筆
を
考
え
て
い
る 

こ
と
を
報
告
。 

新
婦
人

府
本
部
の

秋
元
真
由

美
さ
ん
か

ら
、
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ

国

際

署

名
」
の
と
り
く
み
、
世
界
大
会
「
平

和
の
波
」
行
動
で
は
、
５
２
か
所

６
０
４
人
が
参
加
し
、
地
域
の
お

寺
に
「
平
和
の
鐘
」
を
鳴
ら
し
て

も
ら
う
要
請
活
動
を
し
た
と
り
く

み
な
ど
を
報
告
し
、
１
２
月
ま
で

国
際
署
名
を
継
続
し
つ
つ
新
署
名

に
も
全
力
を
つ
く
す
と
の
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。 

  

総
会
は
、
す
べ
て
の
議
案
を
満
場 

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の 

後
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条 

約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」 

ス
タ
ー
ト
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し 

た
。
集
会
の
最
後
に
、
閉
会
の
あ 

い
さ
つ
を
新
事
務
局
長
に
就
任
し 

た
橋
口
紀
塩
さ
ん
（
左
写
真
）
が 

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。 

［
２
０
２
１
年
度
役
員
体
制
］ 

理
事
長
：
川
辺
和
宏
（
再
任
） 

副
理
事
長
：
山
川
美 

英
（
再
任
・
被
爆
者
）、
高
木
孝
裕 

（
再
任
・
宗
教
者
）、穐
久
英
明（
再 

任
・
医
師
） 

事
務
局
長
：
橋
口
紀
塩
（
新
・
元 

大
阪
府
職
労
委
員
長
、
前
全
労
連 

事
務
局
次
長
） 

事
務
局
次
長
：
三
宅
良
夫
（
再
任
） 
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「核兵器のない世界へ」運動方針を満場一致で採択！大阪原水協第５８回定期総会 

▲続昌司事務局長 
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日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める署名 

スタート集会開催～冨田宏冶講演会～ 

核兵器禁止条約ってどんな内容？豆知識№２ 

▲核兵器禁止条約は具体的に核兵器を廃絶する道筋

を明記しています。（冨田宏治氏講演資料より） 

【当面のとりくみ案内】 

核禁条約発効記念日行動 

◇日時 1 月 22 日（金）12:00～13:00 

◇場所 ナンバ高島屋前街頭宣伝 

◇同日 19:00～20:30  

◇発効日大阪集会＠エルおおさか南館 

◇講演：川田忠明氏（平和委常任理事） 

関西原水協学校 

◇日時 １月 23 日（土）＠京都 

 ※詳細は 2021 年１月号に告知します。 

ヒバクシャ近畿訴訟関係 

◇１月 14日（木）ヒバクシャ近畿訴訟判決、

高裁第６民事部 事前集会 12時 25分 

判決言い渡し 13時 15分 2時 30分報告

集会（中之島中央公会堂） 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
と

今
後
の
展
望 

市
民
社
会
の
力
を
結
集
し
て

逆
流
を
乗
り
越
え
よ
う 

１
１
月
２
６

日
大
阪
市
内

で
大
阪
原
水

協
定
期
総
会

後
、
冨
田
宏

治
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会

起
草
委
員
長

（
左
写
真
）

を
講
師
に
迎

え
て
「
新
署

名
」
ス
タ
ー

ト
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

多
忙
な
中
、

駆
け
付
け
て

い
た
だ
い
た

冨
田
教
授
は
、 

「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル

ス
感

染

症
と
世
界
の
変
化
」
と
し
て
地
球

規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
機
は
共
同
の
ひ

ろ
が
り
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
れ
は

緊
急
課
題
の
目
標
で
あ
る
核
兵
器

の
廃
絶
に
も
大
き
く
可
能
性
を
う

み
だ
す
、
と
の
中
満
泉
国
連
事
務

次
長
の
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。 

つ
い
で
核
兵
器
廃
絶
は
、
国
家

の
安
全
保
障
で
は
な
く
「
核
兵
器

の
非
人
道
性
（
人
間
の
尊
厳
・
個

人
の
尊
厳
）」を
世
界
が
ヒ
バ
ク
シ

ャ
か
ら
学
び
、
核
兵
器
と
人
類
は

共
存
で
き
な
い
、
人
類
の
安
全
保

障
を
求
め
て
い
く
な
か
で
可
能
な

の
だ
と
主
張
し
ま
す
。
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
局
長
は
「
条
約
の

発
効
は
被
爆
者
に
さ
さ
げ
ら
れ
る

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
意
義
の
あ

る
貢
献
だ
」
と
の
言
葉
を
紹
介
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
は
大
変
よ
く

で
き
た
国
際
条
約
で
、
そ
の
内
容

は
改
め
て
核
兵
器
廃
絶
条
約
を
結

び
な
お
す
必
要
の
な
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
、
と
強
調

さ
れ
ま
す
。 

欠
け
て
い
る
項

目
は
、
い
わ
ゆ

る
「
非
核
神
戸

方
式
」
で
、
こ
れ

を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
核
保
有
国
に

と
っ
て
は
さ
ら
に
大
き
な

打
撃
と
な
り
ま
す
。
ト
ラ

ン
プ
が
批
准
国
に
対
し
て

撤
回
す
る
よ
う
に“

恫
喝”

ま
が
い
な
干
渉
を
し
た
行

為
は
こ
の
国
際
条
約
の
有

効
性
を
逆
証
明
し
て
い
る

こ
と
を
物
語
り
、
批
准
国

は
そ
の”

恫
喝”

に
怯
ま
な

い
毅
然
と
し
た
姿
勢
は
、

日
本
政
府
（
安
倍
防
衛
大

臣
）
が
“
こ
の
条
約
は
有

効
性
を
疑
う
”
と
い
う
姿
勢
と
比

べ
て
も
称
賛
に
値
し
ま
す
。
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
日
本
政
府
が
こ
の

国
際
条
約
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

「
非
核
の
政
府
」
に
な
る
こ
と
で

す
、と
結
論
づ
け
ま
す
。そ
し
て
、

野
党
共
同
の
１
５
項
目
に
こ
の
国

際
条
約
に
参
加
し
て
い
く
と
の
公

約
が
新
し
く
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
の
活
動
は
国
内

政
治
に
お
い
て
も
国
際
政
治
に
お

い
て
も
重
要
性
が
ま
し
て
い
ま
す
。 
 

 

世
界
政
治
は
不
可
逆
的
な
４
つ

の
流
れ
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
ま
す
。

①
民
主
主
義
（
大
国
も
小
国
も
一

票
、
市
民
社
会
と
い
う
も
う
一
つ

大
国
）
②
「
法
の
支
配
」
が
大
国

の
「
力
の
支
配
」
を
凌
駕
し
ま
す

③
核
抑
止
批
判
が
核
抑
止
力
論
を

論
破
（
テ
ロ
拡
散
の
危
険
性
）
④

国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
、
こ
れ

ら
の
世
界
的
潮
流
の
も
と
で
私
た

ち
の
運
動
を
構
築
し
て
い
く
と
主

張
し
ま
す
。
当
面
そ
の
流
れ
と
真

逆
の
位
置
に
あ
る
菅
政
権
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
迫
る 

世
論
と
運
動
に
取
り
組
む
重 

要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 【
府
高
教
が
学
習
会
開
催
】 

１
１
月
２
１
日
（
土
）、 

府
高
教
は
分
会
代
表
者
会
議 

の
前
段
、
大
阪
原
水
協
の
続 

事
務
局
長
を
招
い
て
学
習
会 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

   

 

         

         

【お詫び】 

11月号の被爆二世の

記事につきまして、原

稿を寄せていただいた

相川病院の野間優子さ

んのお名前が明示され

ていない状態で発行い

たしました。野間さん

と関係の諸団体の皆様

にご迷惑をおかけした

ことを深くお詫び申し

上げます。 

（機関紙係） 

大いに学習しましょう！ 

冨田宏治先生の学習の資料

をお求めの方 

（パワーポイント版） 

大阪原水協事務局にご連絡

いただきました、送付いた

します。 

 


